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画
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ー
そ
の
銘
と
画
面
l
l

誓
願
商
補
遺

四

根
本
説
一
切
有
部
の
律
と
芳
願
画

五

結
び

(

1

)

 

本
稿
は
ベ
ゼ
グ
リ
ク
回
O
N
o
r
z
w
・
回
配
位
w
t
r
と
そ
の
周
辺
か
ら
将
来
さ
れ
た
、
い

(
2〉

わ
ゆ
る
誓
願
画
(
P
S
E
E
-
-

∞E
W
同
】
吋
S
E
Y
釧
ロ
ω
・
ω
N
g
p
同
v
円
a
E
Y
一
・
ω
N
O
ロ
σ
〉
に
つ
い

(
3
)
 

て

、

特

に

ベ

ゼ

グ

リ

グ

第

九

号

窟

寺

の

誓

願

画

と

そ

の

銘

文

を

中

心

と

し

て

、

そ

れ

(

4

)

 

と

関

係

の

あ

る

仏

教

文

献

に

つ

い

て

考

え

て

み

よ

う

と

す

る

。

(

1

)

 

ベ
ゼ
ク
リ
ク
と
は
、
中
央
ア

ジ
ア
の

ト
ル
フ

r
ン
地
区
の
地
名
で
、
乙
乙
に
数
十
の
窟
寺
の
遣

蹟
が
あ
り
、
前
悦
紀
末
よ
り
今
伏
紀
に
か
け
て
探
検
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

窟
寺
の
番
号
は
今
は
、
〉
・
の
Z
D
d
〈
ぬ
門
目
。
-
一
〉
一
円
σ
ロ
仏
門
F
-
m
Z
R
Y
σ
同
E
z
s
=
2
H
E
C
y
z
g
-
m
n
r

、円
C

門
W
E
E
P

∞2
2
P
H
C
H
N
に
よ
る
。

〉
・
〈
。
ロ
円
、
ぬ
の
。
A

も
乙
の
番
号
に
よ
る
が
、
〉
・
ω
5
5

は
別
な
番
号
を
用
い
て
い
る
。
乙
の
両
者
の
対
照
に
は
〉
・
ω
5
5
一

回
ロ
ロ
R
B
0
2
〉
回
一
ω
〈
o
-
-
H
H
F

。ぇ
2
P
H
C
N
∞
・

2
・
8
・
z
・
〉
コ
仏
門
o
t
g
一
わ
ω
E
-
o
m
c
o
o
阿
君
ω
z
p
江
口
江
口
宮
内
円
。
ョ

K
F
R
芯
三

ω
σ
ユ
ロ
ω
ω
吉
わ
ゆ
コ
可
巳
〉
回
一
ω
山
口
門
目
印
Z
S
F
F
O
ロ
門
田
o
p
H
E
∞
・

2
・
古
を
参
照
し
た
。
主
な
窟

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
号
癌
寺
銘
文
に
よ
る
哲
願
画
の
考
察

平

真

完
F

野

寺
の
番
号
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
(
の
忌
ロ
毛
色
巳
編
号
を
先
に
出
し
、

ω
Z
E

編
号
を
次
に

括
弧
の
中
に
示
す
こ
と
に
す
る
〉
。

ω
(
広
)
‘
品
。

-c・
∞
(
古
〉
-
C
(
〈
〉
"
H
O
〈
i
y
H
H
(
l
〉
w
H
N
ハ
|
)
・
巴
(
x
z
y
N
。

(
l
)
・
N
大
l
Y
N
印
(
買
)
・
N
⑦
〈
阿
Y
N
由
〈
M
-
Y
ω
∞
ハ
|
)
"
ω
斗
〈
l
〉

-
Sハ
l
y
品
。
ハ
巴
〈
〉

N
(
|
γ
 

こ
の
う
ち
、
九
号
、
四
号
、

一
九
号
、
二
号
、
二

O
号
、
二
五
号
窟
寺
の
誓
願
画
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
外
に
も
グ
リ
ュ
ン
ウ
ェ

l
デ
ル
は
八
号
、

一O
号、

一
二
号
、
二
四
号
、

二
九
号
、
三

六
号
、
三
七
号
、
三
九
号
窟
の
誓
願
画
に
ふ
れ
て
い
る
(
〉
・
の
早
口
巧
包
巴
一
吉
円
σ
ロ
【
E
y
z
z
m
n
F
O

同
己
Z
S
2
0
p
ω
-
N
N
寸
時
・
〉
。
な
お
四
号
窟
寺
、
と
九
号
窟
寺
の
中
堂
に
は
大
悲
変
相
、
八
号
窟
と

二
六
号
窟
に
は
千
仏
像
、

一
九
号
窟
と
二

O
号
窟
に
は
浬
繋
図

一
一
号
窟
と
四

O
号
窟
に
は
法
華

経
国
首
聡
品
、
化
城
聡
品
に
も
と
づ
く
と
い
う
壁
画
、
八
号
窟
に
は
薬
師
浄
土
変
相
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
と
い
う
(
後
の
註
〈
4
〉
に
あ
げ
る
松
本
栄
一
博
士
及
び
熊
谷
宣
夫
氏
の
研
究
を
参
照
)
。

(

2

)

 

誓
願
画
の
名
称
に
つ
い
て
は
次
節
に
述
べ
る
。
な
お
誓
願
画
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
既
刊
の
図

版
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〉
・
〈
O
ロ
F
o
n
o
o
n
n
v
o
g
n
F
タ
回
。
ユ
一
P
H
C
H
ω
・
-
門
何
回
向
。
日
H
J
1
I
N
h
v
(吋
o
g
目
X
w
-
Z
円
・

my

切
除

NM肝
E
-
w
〉
・
↓
ω
向
。
一
日
ω
P
ω
吋

〈
叶
岳
民
句
。
-
Z
吋
・
ド
回
以
M
円
以
r
z
w
〉・

国
・
〉
z
z
d
弓
師
一
君
"
-
-
3
E
昨
日
ロ
宮
内
円
。
ヨ
〉
忠
広
三
∞
F
Z
S
m
z
n
g
可
巳
〉
ω
E

円
ゅ
の
O
〈
2
0
己
σ
山
、
ω
可
〉
・
∞
宮
山
P
F
O
ロ
品
o
p
巴
A
F

∞
・
M
M
-
-
u
巳
〈
t
M
-
u内
(
ω
F
Z
ロ
命
日
2
・
回
O
N
o
r
-
-
w
〉
・

同
M
-
・
M
M
n
i
(
回
。
N
-
日
u内
-
K
F
〉
・
同
v
r
M
x
i
r
M
M
三
位
ハ
ω
}
弓
Z
O
M
-
-
w
回
O
N
o
r
-
-
w
)
・

〉
・
〈
O
D
F
o
n
o
円
七
回
目
。
田
口
円
Z
F
Z
Z
R
F
o
m
旬
以
Z
E
-
r
o
z
z
x
z
z
m
目
。
P
Z
2
0
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回
己
品
名
作
ユ
ハ
0
・
回
。
吋
ロ
ロ
・
一
戸
也
N
P
J
門
m
w
一
『
巴
N
O
ハ
同
巳
ロ
O
R
F
わ
Y
O門
mnFO〉・

二
七



美

祢7

研

十

l¥ 

号

第

究

百

『
西
域
考
古
図
譜
』
上
巻
「
絵
画
」
(
大
正

四
年
〉
ロ

i
M
凶
〔
唐
宋
間
壁
画
断
片
(
木
頭
溝
)
〕

こ
れ
ら
の
汗
願
阿
の
特
徴
は
、
中
央

に
巨
大
な
仏
像
を
描
君
、
そ
の
左
右
の
下

に
仏
に
供
養
し
て

い
る
菩
薩
〈
国
王
、
商
人
、
婆
羅
門
の
姿
を
し
て
い
る
〉
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
い

ず
れ
も
類
型
的
で
、

そ
の
種
類
も
あ
ま
り
多
く
な
い
。

四
号
結
と
九
号
窟
の
そ
れ
は
殆
ん
ど
同
一
で

あ
り
、
二

O
号
路
、
二
号
筒
、
二
五
号
窟
、
高
昌

Be
の
凶
(
〉
・
の
忌
ロ
毛
色
丘
一
回

2
k
z
t
Z門

ω
R
E
o
-
o
E
m
n
Z
〉
与

2
5
コ

E
E
F
K
E
R
Y
ω
江
口
コ
円
山
口
ヨ

moσ
ロロ

m-
出
向
・
芯

ω〉
も
九
号
窟
の

図
と
対
照
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
題
材
の
種
類
は
一
五
種
を
わ
ず
か
に
越
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ

ぅ
。
哲
願
画
は
ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
外

ι高
昌
古
牡
〈

α
、
Q
Y
〉
に
あ
り
、
乙
の
外
グ
リ
ュ
ン
ウ
エ

|
デ

ル
に
よ
れ
ば
、
…
山
O
吋

m
c
s
(の
忌
ロ

4
2号
一

〉一門
σロ〔
E
F
Z
Z
2
7
0
間
三
Z
広
三

E
f
ω
-
N
-
o〉
・
同
一
三
郎

(
E
E
--ω
・
5
hF〉
"
。
百
三
(
↑

σE-wω
・

8
〉
に
も
あ
る
と
い
う
。
ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
壁
画
は
ウ
ィ
グ
ル

人
の
乙
の
地
域
占
拠
以
後
、
九
l

一
一
世
紀
の
制
作
と
い
わ
れ
る
。

〈

3
)

グ
リ
ュ
ン
ウ
ェ
|
デ
ル
は
、
南
北
に
連
な
る
こ
の
ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
窟
寺
群
を
、
北
か
ら
順
次
に

番
号
を
つ
け
て
四

O
を
数
え
た
が
、
九
号
窟
(
ス
タ
イ
ン
で
は
五
号
〉
は
窟
寺
群
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

し
、
東
面
し
、
中
堂
と
廻
廊
と
南
寄
り
の
側
堂
か
ら
成
っ
て
い
る
。
中
堂
と
廻
廊
の
曙
画
及
び
窟
寺

の
構
造
は
四
号
窟
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る

九
号
窟
側
廊
の
戸
ゅ
の

oρ
一
(UFOEnyow
叶
え

m
-
E仰
に
は
、
向
っ
て
右
を
向
島
C

一
本
の
花
を
持

つ
三
人
の
併
の
像
で
漢
字
と
ウ
ィ
グ
ル
文
字
で
銘
が
許
か
れ
て
い
る
。
同
叶
え
巳

5σ
も
左
を
向
く

同
様
な
三
人
の
僧
で
、
各
と
斜
形
グ
プ
タ
文
字
の
銘
を
記
す
。
中
堂
の
入
口
、

同
同
，
印
町
内
-
ω
O
M凶
に

は
一
本
の
花
を
も
ち
、
剣
冷
」
持
ち
、
中
同
凪
の
長
い
服
を
着
、
高
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
髭
を
つ
け
た

三
人
の
向

っ
て

右
向
き
の
男
の
像
で
、
ウ
ィ
グ
ル
文
字
の
銘
が
消
え
か
け
て
い
る
。
向
、
叶
え
巳

ωoσ

は
冠
を
つ
け
長
い
髪
を
結
い
、
長
い
服
を
ま
と
い

一
本
の
花
を
も
っ
左
向
き
の
三
人
の
女
の
像
が

捕
か
れ
て
い
る

中
堂
で
は

(

M

H
，えぬ一

ωH・
8
・
ωω).

松
本
栄
一
博
士
に
よ
れ
ば

行
道
天
王
凶
、
見
沙
門
天

図
、
大
悲
変
相
(
千
手
観
音
)
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
(
『
倣
埠
画
の
研
究
』
四
一
七

t

四
六
二
、
四
六
三

i
四
七
二
、
六
五

O
i
六
八
一
頁
〉
。

側
堂
で
は
問
、
r
r
-
包
及
び
出
・
〉

E
2
2究
者

巳

-
H
U
E
E
5
m
ω
・
2
・
出
l
H
J
〉
|
司
は

巴
u
E
E
の
像
で
あ
る

o
n
g
z
n
y
o
kえ
巴
包
に
は
ウ
ィ
グ
ル
文
字
と
漢
字
が
み
ら
れ
る
。

当
巴
-

H
V
巳
コ
江
口

m
p
M】一
-
u
宗
一
-
∞
m
w
N

・
〈
-

H

は
こ
の
窟
寺
の
北
壁
に
あ
る
と
い
い
、
乙
れ
も
ロ
巴

C
E
で
あ

何
で
あ
る
か

る
。

同

盟

-
u
Q
F
回
日
・
〈
・

2
0
0
1
コ
ぬ
は
肥
っ
た
若
い
男
の
上
半
身
で
あ
る
が
、

二
八

わ
か
ら
な
い
。

廻
廊
で
は
わ

Z
E
n
y
o
-
叶

え

巳

ゴ
(
Z円・

3
t
N
C
(
Z円
-
H
印
〉
の
一
三
点
が
誓
願
画
で
、
こ
れ
に

110 

欠
け
る

Z
「

-
H
N・
Hω

も
ま
た
ル
コ
ッ
ク
の
記
述
に
よ
れ
ば
誓
願
画
で
あ
る
。

な
お
中
堂
入
口

者
丘
一
司

ω一三
E
m
m・
2
・
』
・
同
は
断
片

で
、
右
手

に
数
珠
を
持
つ
主
仏
(
〉
コ
仏
門
命
名

ω
は
観
音
菩
薩
と

み
て

い
る

の
巳
色
。
同

5
。
同
巧
山
口

MM丘
三

Z
m
ω
w
U・
芯
)
の
下
半
身
と
、
仏
の
左
下

に
長
脆
す
る

女
の
よ
う
な
像
が
み
え
、
乙
れ
も
哲
願
両
の
断
片
か
と
も
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
が
九
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
の
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
中
堂
、
廻
廊
、
側
堂
は

そ
れ
ぞ
れ
壁
画
の
主
題
を
異
に
す
る
と
と
が
わ
か
る
。
な
お
誓
願
画
に
つ
い
て
み
る
と

の
F
2
2
Y
0・

同〆

r
-
H吋・

5
・
5
・
NN・
N
ω
w
N仏
w
N吋
は

主
仏
が
向
っ
て
右
を
向
き
、

、H，
ω
向。-
N
0・
NH・
N
F
N
P

N
∞
-
包
は
主
仏
が
左
を
向
い
て
い
る
か
ら
、
廻
一
蜘
の
左
右
の
凶
の
主
仏
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

(
4〉

哲
願
画
の
研
究
と
し
て
は
、
欧
文
の
も
の
は
な
お
以
下
の
節
に
も
扱
う
。
わ
が
国
に
お
け
る
研

究
と
し
て
は
次
の
文
献
が
あ
る
。

松
本
栄
一
博
士
『
撤
虚
画
の
研
究
』
(
昭
和
一
二
年
〉

熊
谷
宣
夫
氏
『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
十
九
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
』
(
美
術
研
究
第
百
二
十
二
号
、

昭
和

一
七
年
〉

同
『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
二
十
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
』
(
美
術
研
究
第
百
二
十
六
日
方
、
昭
和
一
七
年
〉

同
『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
四
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
』
ハ
美
術
研
究
第
百
三
十
八
号
、
昭
和
一
九
年
〉

問
『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
十
一
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
』
(
美
術
研
究
第
百
五
十
六
号
、
昭
和
二
五
年
〉

同
『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
諸
窟
寺
将
来
の
壁
画
補
遺
』
ハ
美
術
研
究
第
百
七
十
号
、
昭
和
二
八
年
〉

同

『
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
八
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
』
(
美
術
研
究
第
百
七
十
八

号
、
昭
和
二
九
年
)

同
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
大
谷
探
検
隊
』
(
仏
教
芸
術
一
九
ハ
中
央
ア
ツ
ア
特
集
U

昭
和
二
八
年
〉

小
杉
一
雄
博
士

号

像

|
|
ベ
ゼ
ク
リ

ク
の
行
像
壁
画
?
』
〈
仏
教
芸
術
一
九
、
昭
和
二
八
年
〉

話
一
一
同
願
画
の
従
来
の
研
究

九

号

窟

の

誓

願

画

〉

・

〈

。

ロ

F
O
わ
O
A
…2
2
R
F
o
u

∞E
E
-
-
U
H
ω
・

寸
何
回
同
巳
ミ
t
N
m
v

と

九

号

窟

と

同

じ

よ

う

な

結

構

を

な

す

四

号

窟

の

誓

願

画

の

説

明

的

記

述

〉

・



。
江
古
認
め
(
ぽ
】
一
〉
-
5ロ門
EFUZω
の
}
再
開
己
Z
5
2
0口
一
口
わ
町
一
ロ
mwω
一ωnr・吋，
c
ユ巳
ω
Z
P
回
2
ロロ

H
U
H
P
ω
-
M
ω
?
t
N
2
・
及
び
四
号
窟
の
壁
画
の
図
版
〉
・
〉
E
5
3
一
巧
ω
-
-
E
E
Zロ
mω

同
吋
。
ヨ
〉
ロ
巳
2M丹

〉
ω
百
円
ゅ
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図版番号であり，①-@は誓願画の番号である。 A-Kまでは
H. Andrews: Wall Paintings from Ancient Shrines in 
Central Asiaの図版にみられるものを示す。
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H. Andrews: Catalogue of Wall Paintings from 

Ancient Shrines in Central Asia， Plate A (iii) 
による。 A，B，-Zは WallPaintingsの図版を示

す。①-@，②は Grunwedel:Altbuddhistische 

Kultstatten in Chinesisch.Turkistan， S. 235， Fig. 

509に示すもので，①-@は誓願画の主題を番号で示
したものである。
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// Tamon[uJdo mahabhago rujabhutena pujitab 

* 凶naratnavicitre~a tulena pratipaditab // 

本 tulena をば Chotscho では tula(=Wedel)と解している。 H.Huberは

tロryena と考える (BEFEO， XIV， Etudes Boudthigues， p. 12)。なお Fr.

Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary には tulaの項の (2)に

some musical instrument， prob. =tura， (cf. Skt. turya)と記してし・る。 漢訳

もチベット訳も音楽の意味に訳している。
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の
図
の
右
下
の
部
分
と
相
似
し
て
い
る
。

こ
の
図
の
右
下
に
は
、
鎧
を
着
け
、
左
膝

を
地
に
つ
け
て
合
掌
し
て
い
る
若
い
男
(
王
〉
が
い
る
。

こ
れ
が
菩
薩
を
示
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
銘
に
い
う
郎
5
1
7
Eハ
商
主
、
長
者
)
と
は
合
わ
な
い
。
な
お

リ
ュ

l
デ
ル
ス

に
よ
れ
ば
、
仏
の
後
光
に
描
か
れ
て
い
る
文
様
は
孔
雀
の
尾
の
限
状

斑
紋
で
あ
り
、
巴
喜
一
(
孔
雀
)
の
名
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ハ
虫
丘
o
Z
E
S

E
E
S
ω
・
Mm∞)
。
戸
棄

(ω-rEロ
〉
仏
は
、
普
通
は
過
去
七
仏
の
第
二
仏
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
薬
事
巻
十
五
に
よ
れ
ば
こ
の
戸
棄
仏
は
第

二
の
阿
僧
紙
劫
に
出
世
し
た
仏
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
七
仏
の
中
の
戸
棄
仏
は
更
に

第
三
の
阿
僧
紙
劫
に
出
世
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(
は
詣
)
。
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「
人
間
の
太
陽
ク
シ
ェ
ー
マ
ン
カ
ラ
ハ
例
)
は
、

王
に
よ
っ
て
、
暖
房
の
仕
事
と

諸
々

の
呑
と
、
そ
れ
か
ら
黒
い
沈
香
と
を
も
っ
て
供
養
さ
れ
た
。

し
か
も
、
六
万
の
精
舎
を
も

っ
て
彼
(
の
悌
〉
は
招
か
れ
た
。
」

こ
れ
に
相
当
す
る
偏
は
有
部
薬
事
の
こ
の
個
所
に
は
な
い
。
た
だ
第
二
行
目
は

1

の
二
行
目
と
同
一
で
あ
る
。

こ
の
図
は
四
号
窟
の
主
題
一
と
対
照
さ
れ
る
。
左
下
に
脆
い
て
仏
を
招
い
て
い
る

王
が
菩
薩
で
あ
ろ
う
。
右
に
立
っ
て
い
る
王
と
王
妃
は
盆
の
中
に
供
物
を
盛
っ
て
捧

げ
て
い
る
。

こ
の
王
も
左
下
の
王
と
同
一
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
左
上
の
建
物
は
寄
進

し
た
精
舎
で
あ
ろ
う
か
。

日

Z
5
3
}
S
E
と
は
過
去
仏
と
し
て
は
〉
g
&
5
2
Z
5
5
0
.
0
市
E)、
撰
集

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
号
窟
寺
銘
文

ιよ
る
哲
願
画
の
考
察

百
縁
経
一
九

3
4一
一
中
下
)
に
み
え
る
。
撰
集
百
縁
経
に
よ
れ
ば
、
過
去
乃
往
無
量
世

の
と
き
、
差
摩
(
同
2
5
ω
ヨ
E

S
〉
と
い
う
仏
が
出
世
し
、
賓
勝
国
に
到
る
と
王
伽
趨

は
群
臣
を
将
い
て
奉
迎
し
仏
を
供
養
す
。
仏
の
説
法
を
聴
い
て
、
王
は
無
上
菩
提
の

心
を
発
し
、
仏
は
王
に
記
を
授
け
て
「
汝
は
来
世
に
作
仏
し
て
釈
迦
牟
尼
と
号
す
べ

し
」
と
い
う
と
。
こ
の
物
語
、
が
こ
の
図
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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阿
難
よ
。
獅
子
の
力
量
あ
り
人
間
の
雄
者
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あ
る
シ
ン
ハ
ハ
悌
〉
は
、
人
王
の
私
に
よ

っ
て
、
宝
の
柄
の
つ
い
た
傘
蓋
を
も
っ
て
供
養
さ
れ
た
。
」

(
漢
訳
)

我
曾
作
一
一
岡
王
一

仰
披
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一
超
師
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ω
¥
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山
市
)
て
叱
話
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ハ
ゲ
凶
号
M

N

芯
σ日
t
p
納
侭
召
件
河
出
河
台
帳

N
N
注目、
t

N
)

私
が
人
王
と
な
っ
て

師
子
の
力
量
の
あ
る
師
子
ハ
シ
ン
ハ
悌
)
人
中
尊

「
阿
難
よ
。

に
、
宝
石
の
柄
の
つ
い
た
傘
蓋
を
も
っ
て
供
養
を
し
た
。
」

こ
の
図
は
四
号
窟
の
誓
願
画
主
題
二
(
〉
5
E
S
E
U
与
σ
同
c
-
Z
5
2
0
p
ω
・
NωP

な
お
宅
mニ
一
司
巳
ロ
巴
門
戸
m
ω
w
E・U
ハ
〈
ケ
回
。
N・
三
・
〉
ω
は
そ
の
左
上
部
の
断
片
で
あ
る
)
に
相

当
す
る
。
左
下
に
ひ
ざ
ま
ず
く
王
が
菩
薩
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
に
傘
蓋
を
か
ざ
す
人

が
い
る
の
は
、

こ
れ
が
王
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
下
に
は
同
じ

王
が
傘
蓋
を
か
ざ
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
王
が
仏
に
対
し
て
傘
蓋
を
供
養
す
る
こ
と

ll~ 
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を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
右
下
の
王
の
更
に
右
端
に
い
る
女
性
は
王
妃
と
お
も
わ
れ

る
。
左
の
下
端
に
合
掌
し
て
ひ
ざ
ま
ず
く
小
さ
な
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

vレ
ヱ

ツ

，
ノ
:

グ
は
こ
れ
を
こ
の
絵
の
寄
進
者
で
あ
る
と
い
う
。
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馬
、
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金
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達
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宝
物
、
真
珠
を
も
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て
、
六
人
の
勝
者
に
供
養
す
る
た
め
に

長
者
に
よ
っ
て
園
林
が
作
ら
れ
た
。
」
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漢
訳
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「
(
私
が
)
商
主
と
な
っ
た
と
き
に
、
六
人
の
勝
者
を
供
養
す
る
た
め
に
、
象
、
馬
、
黄

金
と
、
女
た
ち
と
、
宝
石
の
飾
り
も
の
を
も
っ
て
、
園
林
を
作
っ
た
。
」

こ
の
図
は
四
号
窟
の
誓
願
画
の
主
題
一

O
(〉
ロ

E
2
7
Z
Z
R
E
o
-ハ己
Z
5
2
3・
ω
・

N
2
・
巧
丘
二
よ
吉
江
口
問
ω
・
2
・
5
・∞

R
・
E
-
Z
l〈
但
し
下
半
部
を
欠
く
〉
に
相
当
す
る
。

ま
た
、

二
O
号
窟
に
も
こ
れ
に
相
当
す
る
図
が
み
ら
れ
る

(
E
5
E
ι
E
2
2与
。
関
口
・

-一一
ω
円以
2
0
p
司

-m・印。
P

印。吋〉
。

な
お
大
谷
探
検
隊
の
も
た
ら
し
た
も
の

(
西
域
考
古
図

道
知
、
絵
画
U
〉
は
主
仏
の
下
の
左
右
の
供
養
者
の
図
で
あ
る
が
、

二
O
号
窟
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
ハ
熊
谷
氏
『
美
術
研
究
』

一
二
六
号
〉
。
そ
れ
も
こ
の
図
の
下
半
部
と
対
照

で
き
る
。

四

こ
の
図
の
右
下
に
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
髭
の
深
い
男
が
脆
い
て
、
盆
に
七
つ
の

116 

袋
を
盛
っ
て
仏
に
捧
げ
て
い
る
。
そ
の
右
端
の
人
物
も
同
様
の
容
姿
と
ポ

i
ズ
を
示

し
て
い
る
。
左
下
に
も
髭
深
い
男
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
る
。
そ
れ
は
鐘
形
の
荷
を
に

な
っ
た
馬
と
ろ
ば
と
ら
く
だ
を
つ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
人
の
人
物
の
な
か
に
菩
薩
が

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
銘
に
は
吟

3
壬
ロ
ハ
長
者
)
と
い
う
が
、

こ
の
図
で
は
武
士

(
剣
を
お
び
て
い
る
〉
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

六
人
の
勝
者
と
は
過
去
の
六
仏
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
図
で
は
た
だ
一

仏
だ
け
を
描
い
て
お
り
、
ま
た
根
本
説
一
切
有
部
律
は
同
時
に
多
仏
の
出
現
を
み
と

め
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
六
仏
が
同
時
に
出
世
し
た
の
で
は
な
く
、
時
を
異
に
し

て
出
世
し
た
仏
に
そ
れ
ぞ
れ
菩
薩
は
供
養
し
た
の
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
よ
う
。
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「
光
明
あ
り
名
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「
(
私
〉
が
婆
羅
門
の
息
子
と
な
っ
た
と
き
に
、
光
明
と
名
声
を
そ
な
え
た
燃
燈
仰
に
会

う
で
は
、
七
つ
の
青
い
蓮
花
を
も
っ
て
供
養
し
た
。」

こ
の
図
の
右
下
に
は
、
豊
か
な
髪
を
地
に
敷
い
て
五
体
投
地
し
て
い
る
婆
羅
門
が

い
る
。
そ
の
髪
の
上
に
仏
が
向
っ
て
右
を
向
き
、
右
手
に
花
を
も
っ
て
立
っ
て
い

る
。
左
下
に
は
仏
の
方
を
向
い
て
左
手
に
花
を
も
っ
て
い
る
婆
羅
門
が
立
っ
て
い

る
。
ま
た
右
端
に
は
仏
の
方
を
向
い
て
両
手
に
花
を
も
っ
て
い
る
同
じ
よ
う
な
婆
羅

門
が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
左
上
の
方
に
今
の
婆
羅
門
の
方
を
向
い
て
盆
に
花
を
盛
つ

て
立
っ
て
い
る
女
の
よ
う
な
人
物
が
い
る
。

こ
れ
は
、
婆
羅
門
が
女
か
ら
花
を
求
め

て
仏
に
供
え
、
仏
の
ゆ
く
泥
道
に
自
分
の
髪
を
敷
い
て
仏
に
そ
の
上
を
通
る
よ
う
に

請
う
、
と
い
う
物
語
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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一
女
よ
り
花
を
求
め
て
仏
に
献
じ
、
布
髪
掩
泥
す
る
人
物
を
あ
ら
わ
す
も
の
や

(
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た
だ
布
髪
し
て
脆
く
図
も
あ
る
。
倣
爆
に
は
絹
本
に
、
第
髪
自
ら
落
ち
袈
裟
身
に
つ

(
4〉

き
沙
門
の
身
と
な
る
図
を
描
く
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
善
慧
童
子
本
生
図
ハ
松
本
栄
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博
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あ
る
。
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光
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仏
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非
常
に
有
名
な
過
去
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り
、
南
伝

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
号
窟
寺
銘
文
に
よ
る
誓
願
画
の
考
察

で
は
過
去
二
十
四
仏
の
第
一
に
お
か
れ
る
。
釈
尊
は
そ
の
前
生
に
お
い
て
こ
の
仏
の

も
と
で
発
願
し
て
始
め
て
授
記
そ
う
け
る
と
い
う
伝
承
(
附
経

2J斗
E
E
3
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も
あ
り
、

ま
た
、
更
に
こ
の
仏
の
以
前
に
も
多
数
の
仏
が
出
世
し
、
釈
尊
は
そ
の
前

生
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
仏
の
も
と
に
供
養
し
修
行
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
(
い
ぬ
紘
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ト
ド
ド
凹
Z
と
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っ
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る
根
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説
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切
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毘
奈
耶
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で
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燃
燈
仏
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二
阿
僧
紙
劫
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最
初
の
仏
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
多
く
の
仏
の
出
世

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
銘
で
は
こ
の
燃
燈
仏
の
と
こ
ろ
で
第
二
阿
僧
紙

劫
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終
る
の
で
あ
る
か
ら
、
薬
事
の
説
と
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異
な
る
の
で
あ
る
〈
後
記
)
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こ
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図
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係
す
る
物
語
と
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え
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四
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そ
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前
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に
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い
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門
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た
と
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定
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見
え
ら
れ
る
と
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い
て
、
苦
心
し
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花
を
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め
て
仏
の
為
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散
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の
ゆ
く
泥
道
に
自
分
の
髪
を

敷
い
て
脆
き
、
成
仏
の
誓
願
を
た
て
、
仏
に
、
当
来
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釈
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来
と
な
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い
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受

こ
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れ
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l
ラ
出
土
の
燃
燈
仏
像
に
因
ん
で
、
興
味
あ
る
こ
と
に
は
、
こ
の
地
に
は
か
つ
て
燃
燈

仏
に
関
す
る
遺
跡
が
あ
っ
た
と
、
法
顕
や
玄
突
が
伝
え
て
い
る
。
高
僧
法
顕
伝
に
は

「
此
よ
り
北
に
行
く
こ
と
一
由
延
に
し
て
那
掲
国
城
に
到
る
。
是
れ
菩
薩
が
本
と
銀
銭
を
以
て
五

茎
の
華
を
貿
ひ
て
定
光
仏
を
供
養
せ
し
処
な
り
」
(
大
、
五
一
、
八
五
八
下
〉

と
い
う
。
乙
の
那
掲
は
現
今
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

F
E
E
Z仏
地
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
ハ
国
訳
一

切
経
史
伝
部
十
六
、
日
頁
参
照
〉
。
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「
城
の
東
二
里
に
窒
堵
波
あ
り
、
高
さ
三
百
余
尺
あ
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。
無
憂
王
の
建
つ
る
所
な
り
。
石
を
編
み

て
特
に
起
せ
り
。
刻
雌
は
奇
製
な
り
。
釈
迦
菩
薩
が
然
燈
仏
に
値
ひ

鹿
皮
の
衣
を
敷
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、
髪
を

布
ぎ
て
泥
を
掩
ひ

受
記
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処
に
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時
劫
壊
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遮
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乙
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な
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五
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〉
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仏
に
値
ひ
て
、
此

に
於
い
て
華
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が
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商
主
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な

っ
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と
き
に
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世
間
の
導
師
善
限
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ス
ネ
1
ト
ラ
〉
に
、

宝
石
を

ま
こ
と
に
快
よ
い
精
舎
を
も

っ
て
供
養
し
た
。」

も
っ
て
供
養
し、

こ
の
図
は
四
号
窟
主
題
二
一
に
対
比
さ
れ
る
。
図
の
右
下
に
左
膝
を
地
に
つ
け
て

ひ
ざ
ま
ず
き
、
仏
の
方
に
む
か

つ
て、

宝
物
を
盛

っ
た
盆
を
捧
げ
て
い
る
人
物
が
い

マハ
ω

。
こ
の
人
物
は
銘
に
い
う
長
者
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
王
の
よ
う
に
み
え
る
。

右
の
上
方
に
は
建
物
が
み
ら
れ
る
。

9 

(わ
ざ
Z
♀
0
・
叶
え
め
]

N

F

司
円
3
E
z
-
-
∞N
m
D
σ
Z
円
・
。
ll二
五
頁
別
図
9
参
照
)

ミ
日
百
ω
ω
ロ
g
g
B
ω
σ
百
〈
g
H
)
口
吋
〈
ω
5
3
u品
ω
ロ
〕
凶
Z
2

ゲ
}
弓
[
虫
色
E
召
同
ω
g
m
w
p
F
E
ω
ω
召
門
出
古
川
凶
門
巳
E
C
H
U
ω
ω
5
-
z
σ
¥
¥

特

U
S
F
ω
5
g
m
凶
召
r
z
a
凶
〈
ω
ω
凶
コ
m
w
¥
¥

持

司

2
5
ω
ヨ
mMg
召
}内
2
3
B，
U
C

山
〕
同
「

r
J
選
什
持
片
吊
U

叫
「

N
V

。

「昔
、
他
の
生
に
お
い

て、

兄
弟
の
ラ
ト
ナ
シ
キ
ン
(
悌
)
に
燈

私
は
王
子
で
あ

っ
た
。

明
が
捧
げ
ら
れ
た。」

「第一

阿
僧
祇
〔
劫
〕
の
終
り
。
」

〈
渓
訳
)

乃
往
過
去
世

曾
潟
ニ王
子
一時

費
醤
悌
兄
弟

我
以
ニ
燈
明
一
施

(大
二
四
、
七
三
下
〉

¥ω
伊

OD-m一三

ωrMHO-σmwmω
『

ωロ・門】ωm・門口、

¥

凡

f
m
凶
コ
一
円
m
U
1
m
ニ
・
H
u
o
Z
ω
吋
ω
ω
問
山
、
C
円
g
y
o
~

¥mnoロ，唱。円一口-nF2M・mgc四・円。円・-mH¥

¥
ヨ
ミ
・
5
冬
一
ω
σ
1
ロ
-
u
g
g
n
F
。
ι
σ

ヨω
小

F
P
~

(
刈
，
」
T

叱

}筒

}hyω

号

M

N

昌
弘
司

被
召
共
同
話
台
帳

N
N
N
n
H・
)

コ
則
の
他
の
生
に
於
い
て
、
私
が
王
の
息
子
と
な
っ
た
と
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火
の
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を
も

っ
て
供
養
し
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兄
の
宝
髪

ハ仰〉

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
日
ぢ
窟
寺
銘
文

に
よ
る
誓
願
画
の
考
察

こ
の
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四
号
窟
主
題
三
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S
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間
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に
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す
る
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左
下
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ま
ず
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て
仏
に

む
か

つ
て
香
炉
売
捧
げ
る
王
の
姿
が
特
徴
的
で
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二
号
窟
の
壁
画
断
片
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O
S
号
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H
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吋〉
も
同
様
の
図
で
あ
り、

ま
た
西
域
考
古
図
譜
ロ

日
も
左
右
反
対
で
は

あ
る
が
、

こ
れ
と
類
し
た
図
で
あ
る
。
な
お
四
号
窟
の
図
で
は
、
王
は
燈
明
を
捧
げ

る
の
で
あ
る
と
い
う
。
。
門
口
口
毛
色
巳
の
∞
2
-の
}dy、
H

，
止
め
一
三
・
(ぺE
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r
E
2
7
ω
ユ
月
三
ロ
m
w

ろ
に
も
同
じ
よ
う
な
王
が
燈
明
を
捧
げ
る
図
が
あ
る
。

河
巳
ロ
ω
位

r
y
E
は
、
過
去
仏
の
名
と
し
て
は
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
巻
六

(
一
一
に

1
一
ハ

ι五
)
(
宝
光
悌
〉
や
り
一
〈
可
問
〈
包
削
S
(志

。ピ
)
に
み
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

宝
光
仏
は
、
中
天
竺
の
摩
裟
婆
(〈悶ωω〈ω
)
の
大
臣
の
子
と
し
て
生
れ
、
後
に
出
家
し

て
宝
光
(月
三
S
E
r
Z
ロ
)
如
来
と
な
る
。
時
に
北
天
住
之
り
多
財
王
S
E
S
ω
ω
召
ヨ
ω
g
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と
摩
裟
婆
王
が
戦
を
始
め
よ
う
と
す
る
。
仏
は
摩
裟
婆
王
の
軍
を
光
明
を
も

っ
て
照

ら
し
た
の
で
、
多
財
王
は
お
そ
れ
て
両
王
は
和
す
。
摩
裟
婆
王
は
仏
の
下
に
発
願
し

て
転
輪
王
と
な
ら
ん
と
い
い
、
多
財
王
は
成
仏
せ
ん
と
発
願
す
る
。
仏
は
授
記
し
て

そ
れ
ぞ
れ
転
輪
王
飼
依

(ω
包

5
ろ、

但
し
、

弥
勃
仏
に
な
る
べ
し
と
い
う
。

こ
れ

は
弥
勃
当
来
成
仏
因
縁
認
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

て、

こ
こ
に
は
釈
尊
の
前
生
に

関
係
す
る
も
の
が
な
、
い
か
ら
、
今
の
図
や
銘
の
も
と
マ
つ
い
て
い
る
物
語
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
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「
(
私
が
)
最
勝
(
ウ

ッ
タ
ラ
〉
と
い
う
婆
羅
門
青
年
で
あ
っ
た
と
き
に
、

喜
一
註
ハ
ナ
ン

デ
ィ
パ

l
ラ
〉
の
こ
と
ば
を
聞
い
て
、
両
足
尊
迦
葉
の
も
と
に
、
出
家
す
る
決
心
を
し

た
。」

こ
の
図
は
四
号
窟
の
誓
願
画
の
主
題
四
に
相
当
す
る
。
ま
た
一
九
号
窟
の
壁
画
断

片
(
巧
巳

-
3
5江
口
問

ω
h
-
-
v
Q〈
z
r
回

ON-υ
丘一
-

H

)

は
こ
の
図
の
左
上
部
に
相
当
す
る

ょ
う
で
あ
る
。
左
下
に
右
膝
を
地
に
つ
け
て
ひ
ざ
ま
ず
い
て
偏
祖
右
肩
し
て
合
掌
し

て
い
る
若
者
が
い
る
。

」
れ
が
、
釈
尊
の
前
生
た
る
菩
薩
と
考
え
ら
れ
る
。

迦
葉
仏
の
下
に
お
け
る
陶
師
と
そ
の
友
人
(
菩
薩
〉
の
物
語
は
、
阿
含
以
来
伝
承
さ

れ
て
き
た
有
名
な
物
語
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
二
人
の
名
は
必
ず
し
も
一
致
を
欠
く

が
、
迦
葉
仏
出
世
の
と
き
に
、
陶
師
の
す
す
め
に
よ
っ
て
そ
の
友
人
(
菩
薩
〉
は
出
家

し
た
。
陶
師
は
仏
に
種
々
に
布
施
を
し
て
奉
仕
し
た
と
い
う
物
語
の
骨
子
は
殆
ん
ど

一八

類
同
で
あ
る
。

〈

1
)

こ
の
物
語
を
伝
え
る
文
献
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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i(誕徒〉短，同ベj 括。 ~AJ 社TJ }:J...，9' ，l-u(¥ J-j --( ~法制〈意) 0還南晴美食Ja:;'い'

~:1i:ω笠遺D' ~~~<~こ込J~ν~OJ 

~) Q 図 ~ETIn~慎 e 紳盗塁直 Q州眼 1 111 (Kultstatten， S. 241， Wall Paintings 

Pl. xiv. Bez. iii. C-F) ~.，宕どの。 Wトムとd. ti 笥{血K~ 刻。ド}t[\tトば尚北j織をご

l{ð制近出:会ムl{ð。内JQ 斗~ ~4[J~時トのまミ出1"l'¥J Q 斗~2三番制歪(Vajrap亙J;li) 1"

4司!ム以士:i1オ¥'， J4[J~時←l{ð-<零， 1もJQ斗以判。 ν4[J~時4眠時金ミ 1日高ムl{ð。け

な小-t0~~主~~~ム小1Jl試栴~~~l{ð~Q 笠ムよさム。 "J~~~まよJ~~Q4ロ

兵必ム ~QQ1 やや必t{ð。

~ (cf. Chotscho S. 15a， PraJ;lidhi Szene Nr. 12) 

キそロわ慎-tW Q 紳盗塁橿 Q~践 111~組長 1111~ -l♀ ~t{ð ~Qti~ れト、 e 図まさ~

1主主くさとドム FO。Jミト長以内JQ思沼会心課{醍トt{dV jとや 4告の。l\U 兵~-4

~'~' W}ι 土2~*悔ム運1!!~案通同;.{.J.....Jド 4心やドムト0 綿製:会ムt{ðムJ，; Ir'¥ ~ミ

札0' ETIn~{興 e制服 1ETI心 1}訴←t{ð ~Q 下ノ岳t{ð。 国 n~ ~興 Q l'\J Q 図~ Wa1l 

Paintings以斗 やドt-¥JQW尽/(Pl.xix， Bez. iii. A. B)ムJ4司Q-L1話(Pl.xiv 

Bez. iii. C-F)ムJ'~会民.úqミt{ð 。ト入 ':..L.~ t¥ -t<~1"蒸猟;.{.J'r'¥:bドム t{dQti長

泉!巡 Q }tJ件下.1' 案通開会J .....Jド ~\'ν ムト(d Q ~ Upãli 半2~ *，吋t{ð (Catalogue 

of Wall Paintings from Ancient Shrines in Central Asia and Sistan， p. 

でや ξ\=、糸線キミ骨髄1lF~-Þ<~ム-6r(ò駒堅固 Q -lW:'蛾

71Y ，，)~;.{.J健会去の'. ) ~ ti ~ *'よさム:会1"~t 制下.J Q窓会心神~A~&-+ミt{d}.)心

当'紳E童図 tia話相tQ~~矧~W :bt{ð送金!と制限← Q~ .，♀t{ð~ミ.ú\' リ}.)~~~

僻~l'\J Q~歪制~W ムド男翌十14こ三 Q~~ ばヨヨ惚←t{ð ，，)心;.{.J制服~...Jど~Q ムj

~.+ミヰミt{ð。

~ (cf. Chotscho S. 15， PraJ;lidhi-Szene Nr. 13) 

* ** // nibhuto hy upati科haJ11Csコ......trelokanayakam 
ホ**

valkalena manapenacchadito・・・・・.namaya 

*乙れは Ludersの解読したものをあげた。

**漢訳《善眼}，チベット訳 spyan-mdsesであるから Sunetraftとあるととろ

だろう。

料* Chotscho S. 15bでは・taと読んでいる。 チベット訳によれば，との個所は

mi-yi-mchog 即ち narottamahとも考えられるが，長すぎるから不適当である。

漢訳には世噂の語があるから， (bhaga)va(rp)であるのかもしれない。 taと na

とは斜形グプタ文字ではまぎらわしいものであるが， varpであったむしても，

それが少し破損していれば， taゃ naとも見えるものと考えられる。 それで私

は今は一応 (bhaga)va(rp)と考えてみる。

il~ 以ミヨ-<~.，♀や ~Cw1tiJl11~Q惜主主 CK'時ーム1"J上d，特起，_)~O C辛1掛~J

~}:J.吋。 ν五ム4 ム~士~Q尚北J~理キj 必.k~ 0 J 

(謎fila) 刻中学11さ-<1 民11糊主主主l惜1

~11t栴~t区阿 l 詑退問11判〈‘主1C-lく11国'平田斗〉

/ bjigs-rten bdren-pa spyan-mdses-la / 

/ dran・srongyur tshe bkur-ste byas / 

/色in-ちunyid-du bon-ba-yis / 

/ nas ni mi-yi-mchog bkab-po / 

(デ Jレゲ版 kha映 276b2，影印北京版41巻 p.222c5) 
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:lllK提出~ {¥式 首長 11 同 十〈中

「辛l~Q~骨塁榔室長以， Cìì4:会〉ミヨ-<--\J.f:?Ç\~--\J収J ば P 記i糊JνF玉三吋ムtH目

必J，.9。ν，ìì4~-<-f壬1母上d~理キJ~OJ 

，，) Q図J えれト々、e図ま至上4主くさとトノムt{dO .-J~ミ.-JtV Q 総~土d.-4.t主 '怠' 図

Q+尽|ム~:!三おQ~~戦'さとド;S~制恥〉悩功会ム難民蝶E'尖ムt{ð 0 tV Q J.C"'¥.-J 

ト0~ :t!甘安定~吋ト。 。 制|ム土d.:!三4g Q~~戦'1::ドムt{ð11固くe蝋蝶!lL':.RWQ4宍
~岳:ムド判やドムt{ð..\)ムJ.Ç"'\ 0 ，，)兵:t!gJnJ!:'鰻1liァQ緋堅固QnKυ藤忠Q，."pQ

(-同盟 1t司〉 土d..，♀どt{ð ~Q..\)æq +i~t{ð O ~~.-J' 困 nJ!:'慎 Q tV~芝， 4司}ι~

包 I..:(Q 銭~m提E'会ムt{ðとd.~';靴l よさム (Wall Paintings， Pl. xix. Bez. iii. A. B. 

right)。

ごさ CChotscho， Tafel 28， PraJ;lidhi-Szene Nr. 14-114く岡京図自嶋監〉

// Angirasam ahaI1l dr件vamdidiraIE upagatam 

** sarthavahena me nava nadyam uttarito munim // 

ホnaditiramとよむ。 林 uttaritomunil}.とよむ。

「R423ト¥入許II¥tくく君主〉もミ Q1世以判~~Q込J~い'重量短Q廊下J .，令。 ~ ~h! 吋

や ν' 時U2~三会Jflミば吋。 ν j製θキjι0~~OJ

(継指) W:~君主主&~走塁h定 都事m~11福富 1

阻む窓会話倒E 魁h意南11題a世1(4くl1e;I'平田ト〉
/ na ni mnan-par gyur-pa-na / 

/ちin-rtabiyan・lagchu-bgram-du / 

/ byon-pa nas ni mthon-nas ni / 

/ thub-pa chu-yi rgyun-las bsgral / 

〈デルゲ版 kha峡 277b3，影印北京版41巻 p.222e5) 

í ìì4:ム謹!思ベj よさや~--\J収J 以， t掛1Þ< C君主)':会ミ Qj怯上J咲~0 先J'~誕:会 図式い， 4サ

E芝生j尚 Q張先!魁，_) ~OJ

grQ 

，，) Q図芝田中慎な紳~国な制服同土43E却Iう眠時 CWall Paintings， Pl. xvii お

G-K 4ぬ堕D。 モト司<Q~:!三判 Q -tr\~岳:吟f.J'ミ土d.~造会碍 +-ru将来e 斗とd.~オ P

ドムt{d0 4司ト~苦悩総ム ER:￡EEトト ~ε22奇心， }t[ \tト土d.~雲~~舗やど矧ぬj韓;

I'ド笥10νムt{d。ヰJQ斗土d.:!主制緩ム駅徒11固くや掛Jνムt{d0 +ヰlム~担保

守~<<0~ι0v見ムJ !{ì'~ ':.Rムト(ð O 時JQ 斗+t央土d.:t!総工令長ムffif\';会千そや e 建時~樹

0~相会l鎌~:t;ドムt{ð O tV Q 斗 Q4宍~，."p組冷 4ミムffif\定。糾J ドムt{ð。け u

~也容認ムJ [gI.久123E霊峰渇ゐム。

三~ (Chotscho， Tafel 29， PraJ;lidhi-Szene Nr. 15 -11 iく京図口総医〉

* ** // (vidhiコvatpujita buddh(o)…. {puna manorathabコ
*** dharmarajya[rp.] ca me Cpraptarp ra)jabhutena色raddhaya// 

*乙の銘は破損して判読しがたい。今は Ludersの解読にしたがう。

料 Ludersは pUrJ}O manorathal}.と読むべき であろうかといっている。 私は

purl).amanora thal}.と考える。その前のブランクは mayaとでもあるのだろう。

料ホ漢訳では《名》法王，チベ ットでは bsgragsであるから， proktarpとあるの

かもしれない。

「ミミ誕ば， CÏ'ー土木〕ヤヘー IÌ\気意~' 同ょj よさや ~C~ h! 斗ゃいJ~先J ，.9ゃい

まK~桝初~~O 内;，_) ν ìì4~誕同心〔長キJ ú\ ~~JOJ 

〈謎~) 母宅申眼11国同 1 組閣主主11~桝意 1

提出削塑桝n mi~~n明11斑同 I (+< 11 e;I' -¥:l同斗〉

/ rgyal-por gyur tshe dan主asni / 

/ sans-rgyas gan-po・re-skon-la/ 

/ tshul dan bdra-bar mchod byas-te / 

/ chos-kyi rgyal-po shes bsgrags-so / 

〈デJレゲ版 kha峡 278a3，影印北京版41巻 p.223a4-5) 



「
(
私
が
〉
王
と
な
っ
た
と
き
に
、
私
は
意
楽
園
満
仰
に
如
法
に
供
養
し
て
、
法
王
と
称

せ
ら
れ
た
。
」

こ
の
図
は
四
号
窟
の
誓
願
画
の
主
題
六
に
相
当
す
る
。
左
下
に
は
脆
い
て
仏
を
招

く
髭
ぶ
か
い
男
が
い
る
。
右
下
に
は
供
物
を
盛
っ
た
盆
を
捧
げ
る
髭
ぶ
か
い
男
が
い

る

ル
コ
ッ
ク
は
こ
の
二
人
の
人
物
を
ば
婆
羅
門
と
み
て
い
る
。
と
す
れ
ば
銘
の
い

う
王
と
は
あ
わ
な
い
の
で
あ
る
。
左
下
の
人
物
と
右
下
の
人
物
と
は
、
同
じ
人
物
の

一
連
の
行
為
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

抵
一
一
回
願
画
補
遺

以
上
九
号
窟
寺
の
誓
願
画
を
、

ヘ1
)

ル
コ
ッ
グ
の
あ
げ
る
順
序
に
し
た
が
っ
て
見
て
き

た
が
、
そ
の
銘
は
一
偏
(
4
〉
を
除
い
て
は
全
て
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
の
中

に
見
出
し
た
。
そ
し
て
そ
の
二
、
三
の
図
に
関
し
て
は
そ
の
物
語
の
典
拠
を
示
す
こ

と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
銘
の
中
に
は
供
養
守
口
]
芹
ろ
の
語
は
み
ら
れ
た
が

誓
願
ハ
買
益
広

E
S〉
や
授
記
(
〈
百
一

s
s
g
記
別
〉
の
語
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た

だ
例
え
ば

7
の
燃
燈
仏
と
儒
童
と
の
図
か
ら
、
そ
の
図
が
、
成
仏
の
誓
願
を
立
て
て

髪
を
仏
の
ゆ
く
泥
道
に
敷
い
て
脆
く
菩
薩
に
、
仏
が
授
記
を
あ
た
え
る
こ
と
を
主
題

こ
れ
に
つ
い
て
は
ス
ナ
!
ル
の
報
告
す

(

2

)

 

る
壁
画
の
銘
が
示
唆
を
あ
た
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ナ

l
ル
は
り
o
ロ
ロ
ゆ
円
と

に
す
る
こ
と
が
わ
か
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

5
0
5
2
R
の
探
検
(
一
八
九
八
)
が
ω
E
m
F
5
2
ω
(
勝
金
口
)
か
ら
将
来
し
た
壁
画
の

銘
の
写
真
を
解
読
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
誓
願
画
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
銘
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

同
何
回
口
m
w
f
ω
E
C
E
σ
ロ
仏
門
出
品
百
瓦
言
問
削
B
m
w
召
〈
g
g
己
主
庁
〈
似

}
戸
岳
削
}
ω
σ
(
凶
}
戸
内
戸
H
M
H
〈
U
1
ω
}
S
S
A
H
m
凶
B
Z
S
仰
ぐ
可
削
}
内
内
g
B
則
自
)
ロ
ロ
可
制
日

(
2・M2M】・
ω
忠〉

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
号
窟
寺
銘
文
に
よ
る
誓
願
画
の
考
察

「
カ
ナ
カ
ム
ニ
仰
の
た
め
に
(
私
は
〉
園
林
を
つ
く
り
、
法
に
立
ち
、
受
記
を
得
た
通
り

に
受
記
さ
れ
た
こ
と
(
即
ち
未
来
成
仰
の
こ
と
〉
を
私
が
得
ま
す
よ
う
に
。
」

同
m
w
D
m
凶
-
S
E
C
ロ
C
E
g
占
山
w
m
凶
}
内
3
5
c
E
[え
]
宵
gwyMσ}戸田門〈似吋似ヨω同日戸

}ハ吋一い〈削σ}己[}内品川口叩]

七
E
B
m
w
F巴
u
O
(
日
『
5
3
Q
・
ω
印印〉

「
カ
ナ
カ
ム
ニ
勝
者
の
た
め
に
、
シ
ャ
カ
ム
ニ
は
長
者
と
な
っ
て
園
林
を
作
り
、
比
丘

大
菩
提
の
た
め
に

L 

こ
の
中
、
後
者
は
薬
事
巻
一
五
の
備
の
中
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

(

3

)

 

る
。
さ
て
、
前
の
銘
に
は
受
記
の
誇
が
み
ら
れ
た
が
、
も
し
こ
の
壁
画
が
誓
願
函
で

あ
れ
ば
、
我
々
は
、
そ
れ
が
誓
願
と
授
記
と
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
1〉

こ
の
順
序
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
リ
ュ

i
デ
ル
ス
は
三
阿
僧
祇
劫
の
点

か
ら
、
付
1
2
4
5
9
、
付
3
6
8
日
7
、
同
日
ロ
日

u
m
の
順
と
考
え
た
。
も
し
薬
事
の
備
の
順

序
に
よ
れ
ば
、
け
9
日
、
同
7
2
5
1
3
6
8
M
、
同
日
日
刊
と
な
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
図
が
薬
事

の
備
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
順
序
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
顧
慮
さ
れ
な
か

っ
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
2〉

印。ロω立い

Z
2
0
m
ロ
吋
D
C
Z
A
C
O
ω
同
門
ω
m
ヨ
σ
ロ
門
的
円
E
m
口
一
宮
山
O
ロ
ω
仏
ロ
斗
己
門
町
ω
P

開

旬。ロ円円高-〉丘町WZAC0・
M内F
H
C
(
)
P
日】匂・

ω
印一山内・

(

3

)

 

昔
矯
二
商
人
一
深
正
信

見
ニ
仏
迦
耶
迦
牟
尼
一

先
造
二
立
寺
一
生
ニ
恭
敬
-

後
乃
方
随
ν
併
出
家
(
大
二
回
、
七
五
中
〉

~門myo町日・己旬。ロ・門日ロロ-mM1C吋・匂mw・ロω

~山、m凶町
V

・門同ωm
凹

mwpω・円関山、釦的問山出向山門
a
円

ycσ・]印~

~閃門的ロm・}ωm-wympσ円門的一何色ω仏'Humeuユ
mw~

~
r
r
u
己
目
白
色
也
ω
吋
ロ
-
z
σ
・
2
・
σ
山
、
口
町
二

(
山
u，
」

で

守

句

話

}

内

『

戸

川

戸

号

M

N
叶∞
σ寸
l
N斗

E
Y
鞭
吾
件
減
}
荷
台
北
W

H

U

・
N
N
W
C

「
(
私
が
)
商
主
と
な
っ
た
と
き
に
、
カ
ナ
カ
ム
ニ
正
覚
者
に
、
精
舎
を
建
て
信
解
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
無
家
に
出
家
し
た
。
」
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四



美

術

究

第

;i、

号

百

十

研

四

根
本
説
一
切
有
部
の
律
と
哲
一
回
願
画

次
に
誓
願
画
の
銘
の
由
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
根
本
説
一
切
有
部
の
律
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。

根
本
説
一
切
有
部
の
律
は
方
大
な
警
喰
(
〉

g仏
削

S
即
ち
前
生
物
語
や
因
縁
諦
〉
を

含
ん
で
い
る
(
特
に
薬
事
、
破
僧
車
、
雑
事
)
。
そ
し
て
そ
の
因
縁
詣
で
は
「
仮
令
経
=
百

(

1

)

 

劫
一
所
作
業
不
v

亡
、
因
縁
会
遇
時
、
果
報
遷
自
受
」
と
い
う
備
が
繰
返
さ
れ
る
よ
う

に
、
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
を
強
調
す
る
。
こ
の
業
報
の
法
則
は
釈
尊
と
い
え
ど
も

免
か
れ
な
い
。
こ
の
律
の
含
む
多
く
の
本
生
詣
で
は
、
釈
尊
が
そ
の
前
生
で
多
く
の

善
行
を
積
ん
だ
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
釈
尊
も
こ
の
世
で
苦
し
み
を
う
け
た
が
、

そ
れ
は
前
世
の
わ
る
い
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
〈
薬
事
巻
一
八
、
な
お

興
起
行
経
参
照
〉
。

過
去
仏
が
登
上
す
る
の
も
こ
の
業
報
の
思
想
に
相
応
す
る
。
即
ち

釈
尊
は
そ
の
前
生
に
於
い
て
、
過
去
の
諸
仏
の
も
と
に
供
養
し
善
行
を
行
い
、
諸
仏

に
よ
っ
て
、

未
来
に
成
仏
す
る
と
い
う
受
記
を
蒙
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
(
薬
事

巻
一
五
、
な
お
誓
願
回
は
か
か
る
思
弁
を
描
い
た
も
の
と
布
え
ら
れ
る
〉
。

薬
事
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
初
め
と
終
り
の
数
巻
を
除
け
ば
主
に
因
縁
.
語
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
一

三
か
ら
巻
一
五
に
か
け
て
は
、
「
世
尊
本
生
修
福
因
縁
事
」
(
同
訳
一
切
経
律
部
二
三
〉

と
い
わ
れ
、
三
二
の
本
生
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
五
末
に
い
た
っ
て
過
去
仏

を
出
す
の
は
、
そ
れ
ら
本
生
譜
の
し
め
く
く
り
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
初
め

よ
り
乃
し
成
仏
に
い
た
る
ま
で
幾
何
の
諸
仏
に
供
養
し
て
市
し
て
無
上
菩
提
を
証
し

た
ま
へ
る
」
と
い
う
聞
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
三
阿
僧
祇
劫
に
出
世
し

た
諸
仏
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
初
め
に
散
文
の
中
に
略
説
し
、
次
に
偏
の
中
に
く
わ

し
く
説
く
。
即
ち
、
第
一
阿
僧
祇
劫
に
は
釈
迦
如
来
よ
り
護
世
仏
に
い
た
る
七
万
五

四

千
仏
、
第
二
阿
僧
紙
劫
に
は
燃
燈
仏
よ
り
宝
髪
仏
〈
偶
で
は
帝
釈
憧
例
〉
に
い
た
る
七

124 

万
六
千
仏
、
第
三
阿
僧
祇
劫
に
は
宝
髪
仏
ハ
偶
で
は
安
隠
日
悌
)
よ
り
安
隠
仏
(
偶
で

は
迦
葉
悌
)
に
い
た
る
七
万
七
千
仏
、
及
び
ま
た
迦
摂
波
仏
(
偶
で
は
こ
の
備
は
第
三
阿

僧
紙
劫
の
出
世
と
さ
れ
て
い
る
〉

の
も
と
に
、
釈
尊
は
そ
の
前
生
に
於
い
て
供
養
し
、

諸
仏
に
よ
っ
て
、
無
上
菩
提
を
-
証
す
べ
し
と
い
う
受
記
を
蒙
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を

詳
し
く
説
く
備
の
中
に
は
五
十
余
の
仏
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
も
と
で
釈
尊
が
そ

の
前
生
で
修
行
し
仏
に
供
養
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る

(
そ
の
う
ち
二
二
の
備
が
誓
願
画

の
銘
と
同
一
な
の
で
あ
る
〉
。

と
こ
ろ
で
三
阿
僧
紙
劫
に
わ
た
っ
て
出
世
す
る
過
去
仏
を
あ
げ
る
も
の
に
は
、
他

に
大
毘
婆
沙
論
巻
一
七
七
j
八
(
村
に
川
、
九
ユ
刊
一
)
、
倶
舎
論
巻
一
八
(
は
仁
川
、
)
、
倶

舎
釈
論
巻
十
一
二
(
猷
一
何
一
「
一
一
)
、
順
正
理
論
巻
四
四
(
一
定
4
Y
)
等
の
説
一
切
有
部
の
論

書
が
あ
る
。
大
毘
婆
沙
論
巻
一
七
八
(
一
位
戸
)
に
よ
れ
ば
、
第
一
劫
阿
僧
祇
耶
に
は

釈
迦
牟
尼
よ
り
宝
警
に
い
た
る
七
万
五
千
仏
、
第
二
劫
阿
僧
紙
耶
に
は
宝
髪
よ
り
然

燈
に
い
た
る
七
万
六
千
仏
、

第
三
劫
阿
僧
祇
耶
に
は
然
燈
よ
り
勝
観
(
〈
右
民
三
ロ
)

に
い
た
る
七
万
七
千
仏
、
更
に
九
十
一
劫
に
は
勝
観
よ
り
迦
葉
波
に
い
た
る
六
仏
が

出
世
し
た
と
い
い
、
仏
名
は
薬
事
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
更
に
ま
た
、
大
智
度

論
巻
四
(
対
仁
皿
、
)
に
は
、
初
の
阿
僧
祇
劫
に
は
釈
迦
文
仏
よ
り
刺
那
戸
棄
仏
、
第
二

阿
僧
紙
劫
に
は
刺
那
戸
棄
仏
よ
り
燃
燈
仏
、
第
三
阿
僧
紙
劫
に
は
燃
燈
仏
よ
り
昆
婆

戸
仏
に
い
た
る
と
い
い
、
こ
の
間
、
釈
尊
は
修
行
を
積
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
優
婆
塞

戒
経
巻
一
(
寸
民
盟
、
九
上
)
に
は
、
釈
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
も
と
に
発
心
し
、
宝
頂
仏
の

所
に
第
一
阿
僧
祇
劫
を
満
足
し
、
然
燈
仏
の
所
に
第
二
阿
僧
祇
劫
を
満
足
し
、
迦
葉

(

2

)

 

仏
の
所
に
第
三
阿
僧
祇
劫
を
満
足
し
た
と
い
う
。

さ
て
誓
願
画
に
か
え
っ
て
見
る
と
9
問
主

S
位

5
5
宝
髪
仏
で
第
一
阿
僧
祇
劫
が



終
り
、

y
E
3
H
H
H
}
S
E
燃
燈
仏
で
第
二
阿
僧
祇
劫
が
終
り
、

ω
同
ハ
息
苦
宮
迦
葉
仏

の
と
こ
ろ
で
第
三
阿
僧
紙
劫
が
終
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
第
三
は
薬
事

の
偏
と
合
う
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
と
第
二
は
む
し
ろ
大
毘
婆
沙
論
等
及
び
大
智
度

論
の
説
と
一
致
し
、
更
に
第
一
、
第
二
、
第
三
と
も
優
婆
塞
戒
経
の
説
と
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。

最
後
に
誓
願
画
の
も
と
や
つ
い
て
い
る
物
語
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
燃
燈
仏
、
迦

葉
仏
、

5
0
5
ω
召
E

E

仏
に
つ
い
て
は
、
本
生
経
や
警
稔
(
〉

g
&
E〉
の
中
に
典

拠
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
大
部
分
に
つ
い
て
は
薬
事
の
偏
以
外
に
は
手

掛
か
り
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
薬
事
の
因
縁
物
語
に
は
他
の
文
献
を
引
用
し
、
或
は

他
の
文
献
を
予
想
す
る
も
の
が
あ
り
、
巻
一
五
末
の
過
去
仏
を
あ
げ
る
備
に
し
て
も

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
物
語
を
予
想
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後

の
研
究
に
期
待
し
た
い
。
た
だ
、
誓
願
画
の
銘
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
類
似
す
る
偏

に
は
マ
ハ

1
0ワ
ス
ツ

Q
M
N
叩
)
が
あ
げ
ら
れ
、

(
2〉

、
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、 ま
た
三
阿
僧
祇
劫
に
出
世
の
仏
に
つ

い
て
は

U
F〈
可

ω〈
mw己
創
ロ

mw

誓
願
画
は
い
わ
ゆ
る
昼
間
喰
文
学

(〉〈釦(同削ロ
ω
〉
と
関
係
ぶ
か
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
l〉

と
の
偏
は
義
浄
訳
根
本
説
一
切
有
部
の
律
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ

そ
の
毘
奈
耶
に
は
一

O
回

(
例
え
ば
大
二
三
、
六
五
七
下
〉
、
薬
事
に
は
一
一
回
、
破
僧
事
に
七
回
、
雑
事
に
四
回
、
皮
革
事
及

び
昆
却
尼
見
奈
耶
に
も
み
ら
れ
る
。
乙
の
偏
は
〉
〈
町
四
円
目
的
問
円
高
官

g
w
ω
(例
え
ば

H
-
u・
JR・
〉
に
も
多

く
(
五
五
回
)
見
ら
れ
、
そ
の
漢
訳
の
撰
集
百
縁
経
(
大
四
、
二
三
二
中
、
二
四
六
上
〉
に
も
み
ら

れ
、
ロ
芝
山
、
仙
一
〈
釦
円
山
仙
一
円
高
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
署
職
文
学
(
ア
パ
ダ

1
ナ
)
に
関
係
ふ
か
い
備
で

あ
る
。
な
お
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ロ
mwHUSHω
怠
}
占
ロ

Z
5
2
s
t
3
-
-
s
S
ω
郎
防
庁

ω一円

M
G
-
~

的
仰

SmwmZ召
匂
円
仙
℃

E
'
}内
抑

-m召

g
回
忌
丘
ωロ
Z
R
V巳
ロ
仏

o
v
-
5
5
ミ

(
Z
-
U
Z円
円
一
の
己
伺
宗
旨

mwロ
5
2
-
U門
的
〈
O
「
口
戸
空
・

H-MM・
5
∞-〉〈州丘町四門戸川凶

2
5
-
S
H・
2
u・

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
号
窟
寺
銘
文
に
よ
る
誓
願
画
の
考
察

斗
品
・

8
・

0
5・
州

w
週〉

「
諸
々
の
業
は
た
と
い
百
劫
(
経
っ
た
〉
と
し
て
も
滅
し
な
い
。
し
か
も
(
因
緑
の
〉
和
合
と
(
そ

(
2〉
の
〉
時
を
得
れ
ば
、
(
業
は
)
必
ず
有
情
に
結
果
を
も
た
ら
す
。
」

る。

三
阿
僧
祇
劫
に
出
世
し
た
仏
の
名
を
、
以
上
の
出
典
に
よ
っ
て
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

r--. 
出

大
毘
婆
沙
論

巻
一
七
八

巻毘根
ー奈本
五耶説
、薬一

散事切
文有
部

同

偏

大
智
度
論

優
婆
塞
戒
経
巻
一

回
ω: 
N 

→匙
(1)-

B宗J
"d 
(1) 

(.0 

典
¥..J 巻

四

釈
迦
牟
尼
仏宝
頂
仏

宝
警
よ
り
然
燈

七
万
六
千
仏

燃
燈
仏
よ
り
宝
書

仏

七
万
六
千
仏

憧燃
仏燈
七仏
万よ
プミ り
千帝
仏釈

刺
那
戸
棄
仏
よ
り

燃
燈
仏

燃
姉
仏

釈
迦
牟
尼
よ
り
宝

寄

七

万

五

千

仏

(
第
一
阿
僧
祇
劫
〉
一
(
第
二
阿
僧
祇
劫
)
一
(
第
三
阿
僧
祇
劫
)

然
燈
よ
り
勝
観

七
万
七
千
仏

(
九
十
一
劫
〉

世釈
仏迦
七如
万来
五よ
千り
仏護

右
に
同
じ

釈
迦
文
仏
よ
り
刺

那
戸
棄
仏

宝
警
仏
よ
り
安
隠

仏

七
万
七
千
仏

葉安
仏隠
七日
万仏
七よ
千り
仏迦

燃
燈
仏
よ
り
毘
婆

戸
仏

迦
葉
仏

勝
観
よ
り
迦
葉

六
仏

(
迦
摂
波
仏
)

l
l
1
1
1
q
・

一

1
1
1
1
1
9
・

一

I
l
l
l
?
・

河内
H
E印
公
}
内
町
一
ロ
一
口

GωHMMWM凶
円
凶
一
同
町広
で
壱

ω

な
お
、
ル
ュ

l
デ
ル
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ロ
宮
山
両
〈
釦
門
訪
問
出
の
り

F
R
B
M
W
2
H
n日
記
〈
釦
門
前
ロ

ω
に

1;1: 

第
一
阿
僧
祇
劫
に
間
宮
ヨ
何
回
宮
内

ω円
ω
(の
0
4
司巳
-
h
w
Z
E
-
包・

MM・
ωお
)
、

ロ問。
ω
E
S
E
-
(
。.NAMm〉、

と
を
語
る
。

第
三
阿
僧
祇
劫
に
は
同

g
r
c
R
F
E
Hハ
芯
〈
匂

-
N
E〉
第
二
阿
僧
祇
劫
に

仏
が
出
世
し
た
こ

釈
尊
の
前
生
と
し
て
の
菩
薩
の
修
行
の
時
期
の
長
さ
を
幾
何
と
す
る
か
は
伝
承
に
よ
っ
て
ち
が
い

が
あ
る
。
以
上
に
み
た
例
は
三
阿
僧
紙
劫
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
セ
イ
ロ
ン
等
に
伝
え

る
い
わ
ゆ
る
南
伝
で
は
四
阿
僧
祇
劫
と
い
い
(
田
口
門
EYmw〈何回同沼田
P
M
M・
o
・
南
伝
大
蔵
経
四
て
一
一
一

九
頁
、
ロ

g
w
m凶
Z
E
m
H
S
}
S
F
M
Y
H
U
H
Y
ω
w
h
F
P
南
伝
大
蔵
経
二
八
、
六
頁
、
九
三
頁
〉
、
そ
の
は
じ

め
に
、
デ
ィ
ー
バ
ン
カ
ラ
仏
(
燃
燈
仏
〉
が
出
世
し
、
そ
の
仏
の
下
で
、
婆
羅
門
と
生
れ
た
釈
尊
の

あ
る
。

前
生
の
菩
薩
が
発
心
し
て
修
行
す
る
と
い
い
、
以
下
迦
葉
仏
ま
で
、
過
去
二
十
四
仏
を
あ
げ
る
の
で

大
乗
仏
教
で
は
成
仏
を
志
す
修
行
者
た
ち
が
菩
薩
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
発
心
以
来
成
仏
ま
で
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に
は
三
阿
併
紙
劫
を
要
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
(
菩
薩
地
持
経
巻
九
、
大
三

O
、
九
五
二
中
下
、
瑞

四



美

術

研

究

第

百

十

/¥ 

号

四
四

性
造
摂
大
乗
論
釈
巻
七
.
大
三
一
、
四
二
五
下
、
真
諦
訳
摂
大
乗
論
巻
下
、
大
三
一
、

一
二
六
下

た
熊
谷
宣
夫
氏
、
印
度
学
仏
教
史
学
の
御
指
導
を
下
さ
っ
た
金
倉
圏
照
、
山
田
龍
城
、

羽
田
野
伯
猷
の
諸
先
生
、
ま
た
小
論
を
こ
の
よ
う
な
形
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
美

術
研
究
の
編
輯
の
方
々
の
御
厚
情
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
し
か
る
に
小
論
は
十
分

に
こ
れ
ら
の
御
思
に
お
報
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
は
ず
る
と
と
も
に
、
ま
た

い
ろ
い
ろ
御
教
示
や
御
鞭
援
が
わ
た
く
し
に
与
え
ら
れ
ま
す
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
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伽
師
地
論
巻
四
八
、
大
一
ニ

O
、
五
六
二
上
、
回
O

己
主
的
巳
雪
印
σ
F
ロ
ヨ
「
口
・
℃
・

ω印
印
一
大
乗
荘
厳
経
論

巻
七
、
大
三
一
、
六
二
三
下
、
六
二
六
中
、
宮
ち
と
凶

Z
・ω日
品
Z
B
E
E
-
H
M同
Y

C

0
・

8
一
玄
英
訳

一
四
六
上
、
世
親
造
摂
大
乗
論
釈
巻
八
、
大
三
一
、
三
六

O
中
、
無

摂
大
乗
論
本
巻
下
、
大
三
一
、

摂
大
乗
論
釈
巻
一
て
大
三
一
、
一
一
一
一
九
中
、
仏
陀
扇
多
訳
摂
大
乗
論
巻
下
、
大
=
二
、
一

O
七
中
、

笈
多
共
行
矩
等
訳
摂
大
乗
論
釈
論
巻
七
、
大
三
一
、
三

O
四
中
、
真
諦
訳
大
乗
起
信
論
、
大
三
二
、

五
八
一
中
、
実
叉
難
陀
訳
大
乗
起
信
論
巻
下
、
大
一
ニ
二
、
五
八
九
下
、
参
照
〉

五

結

び

以
上
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

一
、
誓
願
画
は
一
見
、
仏
を
礼
拝
供
養
す
る
図
に
み
え
る
が
、
そ
こ
に
は
釈
尊
が

そ
の
前
生
に
お
い
て
過
去
の
仏
の
も
と
に
成
仏
の
誓
願
を
発
し
、
修
行
し
て
、
そ
の

仏
よ
り
未
来
成
仏
の
受
記
を
蒙
る
こ
と
を
主
題
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
誓
願
画
の
銘
は
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
の
偏
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

二
、
銘
に
い
う
三
阿
僧
紙
劫
に
出
世
し
た
仏
の
名
は
、

一
部
は
薬
事
の
説
に
、
他

は
大
毘
婆
沙
論
等
の
有
部
の
論
書
及
び
大
智
度
論
に
知
ら
れ
る
説
に
よ
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
優
婆
塞
戒
経
に
伝
え
る
も
の
と
合
う
の
で
あ
る
。

四
、
誓
願
画
の
主
題
と
な
る
物
語
の
二
、
三
は
、
警
喰
(
〉
〈
立
問

E〉

を
は
じ
め

多
く
の
文
献
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
大
部
分
は
薬
事
の
侮
以
外
に

は
手
掛
か
り
が
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
期
待
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。〔

付

記
〕

本
稿
が
で
き
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
美
術
に
つ
い
て
御
教
導
い
た
だ
い
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